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富里市廃棄物減量等推進審議会会議録（第１回） 

 

 

○日 時 令和２年１１月１１日（水）１３時３０分～１４時１５分 

 

○場 所 富里市役所分庁舎２階大会議室 

 

○出席者 ［審議会委員］ 

大道会長、高谷副会長、石澤委員、岩井委員、木曽委員、 

畠山委員、酒井委員 

 

［事務局］ 

原課長、綿貫参事補、戸村副主幹、島田副主幹、森重主査補 

塙主査補 

 

○欠席者 ［審議会委員］ 

伊藤委員 

 

 

 

１ 開  会 

２ 会長あいさつ 

３ 議 題 

（１）収集方法の見直し 

４ そ の 他 

５ 閉  会 
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１ 開  会 

 

２ 会長あいさつ 

 

３ 議 題 

（１）収集方法の見直し 

 

会  長  それでは、議題の審議に入りたいと思います。事務局から説

明をお願いします。 

 

事務局より資料説明 

 

会  長  ただいまのご説明について、ご意見ご質問がありましたら、

お願いします。 

 

委  員  これまでの集団回収だとどうしても決まった時間に皆で集

めてきて、仕分けしての作業があるので、週 1回とか月２回で

も、古紙や布類の収集場所回収を実施してくれた方が収集場所

も近所にあるので楽になるし助かる。 

 

会  長  事業者の立場から意見ありますか。 

 

委  員  古紙再生促進センターのデータに基づくと、収集場所回収に

て古紙回収を週 1 回とした場合と 2 週間に 1 回とした場合で

比較すると、2 週間に 1 回とした場合は一部が可燃ごみへの混

入や収集場所回収以外の方法で排出される割合が増えて、1 人

当たりの古紙の搬出量が減るとあります。 

 

委  員  近年、集団回収は、やり手が減ってきており、子供会やＰＴ 

     Ａ等の組織が衰退してきていて、活動が限界にきている団体が 

多い。また、古紙の収集場所回収を実施すれば、今まで集団回

収を利用してきた方も、収集場所回収を利用するようになり、

集団回収での回収量は減っていくことになる。 

  収集場所回収を実施することでのメリットは新たに引越し

てきた方、アパートに住んでいる方、自治会等の組織に入って

いない方など、市民を網羅できることが一番大きなメリットに
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なります。デメリットとしては、集団回収を実施している団体

は奨励金が減るので、活動資金が減ってしまう。 

課題としては、集団回収ではきれいに分別されて出されてい

た資源物が収集場所回収では煩雑になって禁忌品が混入する

可能性が高い。 

富里市で集団回収をして、他市と比べて分別がしっかりして

いると感じるが、収集場所回収を開始するときに行政から厳し

く指導する必要がある。千葉市などは、初めから厳しく指導し

たことで、他市町村と比べて今でも煩雑にならずに分別できて

いる。 

 

会  長  行政の収集場所回収での品目等は集団回収と同じもの     

を検討しているのですか。 

 

事 務 局  今現時点では、集団回収と同じ回収品目を考えている。回収

品目の中でも雑紙は回収しても雑紙として扱えないものが含

まれていることが多い。拠点回収では来られた方に直接指導を

することができるが、収集場所回収では難しい。開始する際に

は分別について行政から指導する必要がある。 

 

会  長  回収品目や回収方法について、行政からの配布物や貼紙の中

に記載等ありますか。 

 

事 務 局  年度初めなどに配布している分別収集日程表やホームペー

ジに記載されています。雑紙がルールに沿っていないことが多

いので、記載方法については検討しなければと考えている。 

 

委  員  雑紙という分類が一般市民からすると分かりにくい。ダイレ

クトメールなどは雑紙なのか、新聞、新聞広告と一緒で良いの

か判断しづらい。雑紙の区分をもう少しはっきり明示したほう

がよい。 

 

委  員  業者の立場から言うと、雑紙の中に禁忌品が入ってしまうこ

とが多い。 

 

会  長  禁忌品とは具体的にどういったものですか。 
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事 務 局  ノリを使っているようなハガキや感熱紙、あとは線香の箱や

洗剤の箱などの匂いのついた紙はリサイクル出来ないので、可

燃物として出していただきたい。 

 

会  長  なぜダメなのか。 

 

委  員  紙を溶かしているときに、リサイクル原料としては適切では 

ない異物が混入していると機器がトラブルを起こしたり、リサ

イクル製品の品質低下の原因となる。 

 

委  員  出す方からすると、分別の定義がよく分からない。チラシか 

本なのか、雑誌なのか一般の方はそこまで関心がないのではな

いか。 

 

委  員  古紙として出せるか判断がつかない紙類は可燃ごみで出し

てしまえば、回収をしてくれるので、分別をせずに可燃ごみに

入れて出してしまうのではないか。 

 

事 務 局  分かりやすく、ある程度の線引きを示したものを提示する必 

要はある。周知方法はどういう形でやるかは検討中ですが、一

つの方法ではなく、広報、ホームページ等、長期間かけて段階

を踏んで周知していく。 

 

大道会長  審議会としては、資源物を市が主体となってやることについ

て、賛同したいと思います。回収方法や回収頻度は今後、検討

していただきたい。 

 

４ そ の 他 

 

事 務 局  委員の皆様の任期が今年度 3 月 31 日をもって満了となりま

す。つきましては、事業者、団体に引き続き皆様に推薦いただ

きたく、年度には推薦の依頼文を予定していますので、よろし

くお願いします。 

 

５ 閉   会 


